
沿革：大崎電気グループの歴史
1916年	 8月	 弘業製作所として東京都品川区にて創業
1932年	 	 日本初、熱動過電流しゃ断器を生産、特許取得
	 	 本社を東京都品川区東五反田に移転
1937年	 1月	 株式会社に組織変更
1941年	 4月	 大崎工業（株）を吸収合併し、商号を大崎電気工業（株）と改称、
	 	 計器用変成器をラインアップ化
1949年	 	 当社第1号の電力量計開発
1957年～1961年　1957年6月、本社社屋を鉄筋コンクリート造り2階建てに
	 	 　　 建て替え、1961年には本社社屋に3階を増築
1960年～1968年　電力会社との共同出資により、メーター製造会社を設立
1963年	 9月	 埼玉県入間郡三芳村（現 三芳町）に埼玉工場（現 埼玉事業所）を
	 	 建設。 操業を開始
1970年	 	 日本初、配電自動化システムによるRC運転開始
1978年	 	 デマンドコントロール装置を商品化、販売開始
1980年	10月	 東京証券取引所市場第一部上場（指定替え）	
2001年	 	 分電盤内組み込み用電力量計を開発
2007年	2月　  （株）エネゲートを子会社とする
	 	 関西圏の事業基盤強化
2008年	 	 日本初、スマートメーター導入 （共同開発プロジェクトに参画）
2009年	 5月	 地上16階・地下2階 建ての東五反田 スクエアへ本社機能を移し
	 	 業務を開始
2016年	 8月	 創業100周年
2018年	11月	 大崎電気ビル1階にオープンイノベーションラボを開設
2022年	 4月	 東京証券取引所プライム市場へ移行

　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任 つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持続可能 な未 来への道

大崎電気工業株式会社Vol.15

の取組みメーカー各社

本社所在地
創 業
設 立
代 表 者
従 業 員 数
事 業 内 容

Ｈ Ｐ

：
：
：
：
：
：

：

東京都品川区東五反田二丁目10番２号
1916（大正  5 ）年 8月
1937（昭和 12）年 1月
取締役会長 CEO（代表取締役）渡辺 佳英
2,558 名（連結）、 542 名（単体）
電力量計、計器用変成器、配電自動化機器、
タイムスイッチ、デマンドコントロール装置、
エネルギーマネジメントシステム、自動検針シ
ステム、スマートホーム関連機器、光通信関
連機器、配・分電盤、電力量計の取替工事、
その他電気機械器具の製造販売および工事等
https://www.osaki.co.jp/

大崎電気工業株式会社 概要
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第
15
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
、1
9
1
6
年
創
業
の
百

年
企
業「
大
崎
電
気
工
業
株
式
会
社
」様
で
す
。

　
創
業
以
来
、電
力
量
計
や
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、デ
マ
ン
ド

監
視
装
置
な
ど
電
力
の
計
測・制
御
を
中
心
と
し
た
製
品
を

供
給
、主
力
製
品
の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
は
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
解
決

す
る
、 “
G
l
o
b
a
l 

E
n
e
r
g
y 

S
o
l
u
t
i
o
n 

L
e
a
d
e
r
”と
な
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

事
業
を
展
開
し
て
お
ら
れ
、正
し
く
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
時
代
の
主
役

と
も
言
え
る
メ
ー
カ
ー
様
で
す
。

　
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
の
埼
玉
事
業
所
内
に
あ
る
シ
ョ
ー

ル
ー
ム「
大
崎
フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ウ
ム
」に
て
、永
野
寿
春
エ
ネ
ル

ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
営
業
推
進
課
長
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
営
業
推
進
課
小
城
綾
夏
様
、I
R
広
報
部

の
中
川
真
実
様
の
3
名
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

  

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

スマートメーターを活用した付加価値
創出とエネルギー・ソリューションの

拡大で環境負荷低減

小城綾夏 小城綾夏 
エネルギーソリューション部エネルギーソリューション部
営業推進課　　営業推進課　　

永野寿春 永野寿春 
エネルギーソリューション部エネルギーソリューション部

営業推進課長営業推進課長
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■
大
崎
電
気
工
業
の
歩
み

編
集
部　
ま
ず
は
、簡
単
に
会
社
の
ご

紹
介
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

永
野　

当
社
は
1
9
1
6
年
に
創

業
、創
業
以
来
1
0
0
年
以
上
に

わ
た
って
多
様
な
電
力
計
測
・
制
御

関
連
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
て
き
ま
し
た
。中
で
も
、電

力
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
と
し
て
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
開
発
に
は
い
ち
早
く
取
り

組
み
、一
般
家
庭
用
を
は
じ
め
産
業

用
、発
電
所
・
変
電
所
向
け
ま
で
多

様
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
開
発
、提
供

し
て
い
ま
す
。

　
　

近
年
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

計
測
技
術
と
制
御
技
術
を
応
用
し

た
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム「
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｌ
Ｏ（
オ
ペ
ロ
）」な
ど
の
新
た
な

分
野
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標

編
集
部　
2
0
3
0
年
度
の
S
D
G

ｓ
達
成
目
標
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

中
川　
当
社
は
、事
業
活
動
を
通
じ

て
社
会
と
共
に
持
続
的
に
成
長
す

る
た
め
に
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
を「
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
」と
し

て
、5
つ
の
分
野
で
の
目
標
を
定
め

て
い
ま
す
。

１
．環
境
負
荷
の
低
減

２
．持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献

３
．人
権
の
尊
重

４
．多
様
性
を
認
め
合
う
職
場
づ
く

り
、課
題
解
決
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成

５
．ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化

　

特
に
、「
１
．環
境
負
荷
の
低
減
」で

は
、「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
付
加
価
値
創
出
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョン
の
拡
大
」を
重
点
戦
略
と

し
て
お
り
、

•
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化 

→ 

※
Ｏ‐Ｓ
Ｏ

Ｌ
な
ど

•
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
―

メ
ー
シ
ョン
）→ 

※
ス
マ
レッ
ク

な
ど
で
自
社
製
品
を
通
じ
た
お
客
様

の
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

※
Ｏ
‐
Ｓ
Ｏ
Ｌ
…
…
ク
ラ
ウ
ド
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

設
備
管
理
シ
ス
テ
ム

※
ス
マ
レ
ッ
ク
…
…
太
陽
光
の
発
電
状
況
・
ス

ポ
ッ
ト
市
場
の
電
気
料
金
・
蓄
電
池
の
充
放
電

サ
イ
ク
ル
を
Ａ
Ｉ
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、電
気
代
を
最
適
化
し
つ
つ
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
最
大
化
す
る
サ
ー
ビ
ス

編
集
部　
数
値
的
な
目
標
は
あ
り
ま

す
か
。

中
川　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目

標
で
Ｓ
Ｂ
Ｔ
の
認
定
を
取
得
し
て
い

る
ほ
か
、「
埼
玉
事
業
所
の
再
資
源

化
率
99
．5
％
以
上
、揮
発
性
有
機

化
学
物
質（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）排
出
量
０
ｔ
」

な
ど
、環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
で

き
る
よ
う
具
体
的
な
数
値
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

27



■
大
崎
電
気
の

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
基
づ
い
た
取
り

組
み
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
川　
社
内
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、

社
長
を
委
員
長
と
す
る
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
あ
り
、サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
本
方

針
、重
要
課
題
、リ
ス
ク
及
び
機
会

か
つ
そ
れ
等
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、社
員
向
け
に
独
自
の
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
研
修
も
行
っ
て
お
り
、社
員
全

員
に
自
分
達
の
業
務
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
受

講
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

社
員
向
け
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
内
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　

今
年
度
か
ら
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
推
進
委
員
会
の
下
部
組
織
と

し
て
、複
数
の
部
署
を
ま
た
い
だ
組

織「
環
境
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」を
つ
く
り
、環
境
に
関
す
る
テ
ー

マ（
廃
棄
物
削
減
、Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

削
減
、水
の
保
全
な
ど
）に
つ
い
て
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
の
目
標
設

定
・
管
理
・
施
策
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

編
集
部　
Ｈ
Ｐ
を
拝
見
す
る
と
、健
康

経
営
や
女
性
活
躍
の
推
進
な
ど
多

方
面
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
川　
は
い
、環
境
だ
け
で
な
く
、人

権
尊
重
の
取
り
組
み
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
、安
全
衛
生
、キ
ャ
リ
ア

形
成
や
能
力
開
発
の
支
援
、サ
プ
ラ

イ
チェー
ン
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
取
り
組
み
な
ど
包
括
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

健
康
経
営
に
つ
い
て
は
、グ
ル
ー

プ
行
動
憲
章
に「
健
康
と
安
全
に

配
慮
し
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
」を
掲
げ
、社
員
の
健
康

支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0
年
か
ら
6
年
連
続
で

「
健
康
経
営
優
良
法
人 

２
０
２
５

（
大
規
模
法
人
部
門
）」に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

編
集
部　
社
会
面
で
の
取
り
組
み
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

中
川　

社
会
貢
献
の
面
で
言
い
ま

す
と
、当
社
は
プ
ロ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｌ 

S
A
I
T
A
M
A
」を
所
有
し
て

お
り
、青
少
年
向
け
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

教
室
や
各
地
域
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
通
じ
た
次
世
代
育
成
活

動
を
行
って
い
ま
す
。
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ま
た
、地
域
貢
献
活
動
も
積
極

的
に
行
って
お
り
、
2
0
2
4
年
度

に
は
小
学
生
～
高
校
生
を
対
象
と

し
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室
を
チ
ー
ム

本
拠
地
で
あ
る
埼
玉
県
内
の
7
校

で
実
施
し
、約
5
0
0
名
の
方
に
参

加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　

豪
雨
災
害
の
被
災
地
で
土
砂
の

撤
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
従
事
す
る
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
を

超
え
た
地
域
支
援
活
動
も
積
極
的

に
行
って
い
ま
す
。

■
商
品
面
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

　
取
り
組
み

編
集
部　
商
品
面
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
取
り
組
み
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。

小
城　
当
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
対
応
商

品
の
中
で
も
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
装
置
の「
ス
ー
パ
ー
マッ
ク

ス
15
」を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
い
ち
お
し
商

品
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　

電
力
の
使
用
状
況
を
把
握

し
、契
約
電
力
ま
た
は
管
理
目

標
電
力
を
超
過
さ
せ
な
い
よ
う
に

諸
設
備
を
効
率
的
に
制
御
運
用
し

て
合
理
的
な
電
力
使
用
を
行
う
た

め
の
装
置
と
な
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目

標
と
し
て
は
、「
7
：
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

「
11
：
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
」「
13
：
気
候
変
動
に
具
体

的
な
対
策
を
」な
ど
が
当
て
は
ま
り

ま
す
。

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
商
材
を
拡
販
す

る
た
め
の
電
材
卸
会
社
様
へ
の
要

望
は
。

永
野　

こ
こ
埼
玉
事
業
所
に
は
、

2
0
2
1
年
に
開
設
し
た
体
験
型

の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム「
大
崎
フ
ュ
ー
チ
ャ

リ
ウ
ム
」が
あ
り
、カ
タ
ロ
グ
等
の
資

料
で
は
伝
わ
り
づ
ら
い
利
用
・
設
置

シ
ー
ン
、製
品
の
大
き
さ
や
動
作
な

ど
が
確
認
い
た
だ
け
る
よ
う
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、勉
強
会
や
工
場
見
学
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
、電
材
卸

店
様
に
在
庫
し
て
頂
い
て
い
る
製

品
も
多
く
生
産
し
て
い
ま
す
の
で
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
　

是
非
と
も
埼
玉
事
業
所
に
お
越

し
頂
き
、当
社
製
品
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、お
客
様
への
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

げ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
将
来
展
望

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
の
将

来
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
川　
当
社
は
2
0
2
5
年
3
月
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標

で
※
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
を
取
得
し
ま
し

た
。

　
　

大
崎
電
気
グ
ル
ー
プ
は
、主
力
製

品
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
と
し
た
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン

を
通
じ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、自
社

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
排
出
削
減

を
進
め
て
い
ま
す
が
、2
0
3
0
年

度
目
標
と
し
て
、

①	

S
c
o
p
e
1
お
よ
び
2
の
排
出

量
の
総
量
を
2
0
2
3
年
度
と
比

較
し
て
42
％
削
減

②	

S
c
o
p
e
3
の
排
出
量
の
総
量

の
う
ち「
購
入
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
」、「
販
売
し
た
製
品
の
仕
様
」に

よ
る
排
出
量
を
2
0
2
3
年
度
と

比
較
し
て
25
％
削
減

　

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　

本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

※
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
…
…
パ
リ
協
定
が
求
め
る
水
準

と
整
合
し
た
、企
業
が
設
定
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
目
標
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⃝特長

●LAN や USB メモリが利用可能
　LAN 接続で、目標電力の変更、デマンド予測グラフの表示や計測データのダウンロード可能です。
　また、USB メモリに設定データの読み書きや計測データの読み込みができます。

●時間帯別のデマンド管理やスケジュール制御が可能
　時間帯別のデマンド管理機能やスケジュール制御機能を搭載しています。
　※スケジュール制御：デマンド管理の負荷制御に関係なく、負荷を ON/OFF する機能。

●パルス検出機能を内蔵
　パルス検出器機能を一体化し、付属の専用貫通形 CTパルス検出部により取引用パルスを検出する
ので、別途パルス検出器の用意が不要です。

　※従来形のパルス検出器も使用可能です。

●入出力の増設が可能（オプション）
　RS485 出力端末器を増設することで、負荷制御出力を8 回路追加させることができます。
　また、RS485 入力端末器を増設すると、最大16 点のパルス入力の計測が可能です。

⃝表示画面例

デマンドコントロール装置「スーパーマックス15」

LAN接続に対応、
小型・軽量の普及版

■デマンド予測グラフ
現在のデマンド予測グラフを表示します。
更に、参考値として短時間電力のグラフも
表示します。グラフ内には、警報ロック時
間、複数負荷遮断時間を背景色で表示しま
す。またグラフの右側には、現時限のデータ
の他、日最大デマンド、日累計電力量、月最
大デマンド、月累計電力量の各値が表示さ
れます。

■日デマンドグラフ
1日24時間のデマンドデータをグラフで表
示します。グラフの下側には、グラフの数字
データを一覧表で表示します。またグラフ
の上側には、日最大デマンド、日平均電力、
日最大電力量、日累計電力量の各値が表示
されます。

■受電日報
当日分より、前日報集計時から前正時まで
の状況、及び切替により前日から１年前ま
での受電日報データを選択して表示しま
す。
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会社のお宝
ご紹介

「ＯＳＡＫＩ  ＯＳＯＬ  SAITAMA」

　1960 年の創部以来、日本リーグ 6 回、全日本総合 15 回、全日本実業団は 10 連覇を含む 15 回、新設さ
れた全日本社会人（旧全日本実業団）で 4 回、国民体育大会も 24 回の優勝を飾るなど、日本ハンドボール界
を牽引してきました。2004-05 シーズンに全日本実業団、国民体育大会、チーム初となる日本リーグ制覇を成
し遂げて「3 冠」を獲得。そして 2019-20 シーズンには国内タイトルすべてを獲得し、念願であったチーム創
部初となる「4 冠」を達成しました。2024-25 シーズンよりクラブ OB である小澤広太が監督に就任し、チー
ムスローガンである「Re: OSOL」のもと、チーム一丸となって日本一を目指しています。

　 「OSOL」（オーソル）はイタリア語で地球
の核を意味し、マグマのごとく熱く燃え、
ハンドボールをよりメジャーなものに引き
上げたいという強い願いが込められてい
ます。また「O.S.O.L」には、英語で「空
を飛び、海を越え、大地を駆ける（Over 
the Sky, the Ocean and the Land）」
という頭文字も合わせています。2024-
25 シーズンよりチーム名にホームタウン
である「SAITAMA」を加え、今まで以上
にホームタウンと密接に連携して、地域社
会に向けた活動を行っていきます。
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